
一
生
懸
命
働
い
て
支
払
っ
た
お
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
総
会
は
、
こ
の
お
金
が
、
生
徒
会
活
動
の
中
で
、
ど
の

５
月

日

の
５
・
６
校
時
に
生
徒
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を
知
り
、
そ
の
お
金
を
大
事
に
使
わ

22

(金)

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
第
１
号
議
案(

決
算
書)

か
ら
第
５

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
場
で
も
あ
り

号
議
案(

予
算
案)

ま
で
、
提
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
す
。
今
日
の
生
徒
総
会
に
向
け
て
、
各
学
級
で
は
今
年
度

■
生
徒
会
長
あ
い
さ
つ
（
篠
田

大
輔
）

の
生
徒
会
活
動
内
容
や
予
算
な
ど
の
確
認
を
行
っ
た
と
思
い

５
月
９
日

、
本
校
体
育
館
に
お
い
て
、
校
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
１
年
に
１
度
、
東
江

ま
す
。
そ
こ
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
新
提
案
な
ど
を
遠
慮

(土)

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー

中
学
校
の
全
生
徒
が
集
ま
り
、
今
年
度
の
生
徒
会
活
動
や
予

せ
ず
に
、
学
級
の
意
見
と
し
て
、
こ
の
場
で
ど
ん
ど
ん
発
表

続
出
の
中
、
激
戦
を
制
し
た
の
は
、
１
年
３
組(

担
任
：
上
原

算
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
決
定
し
て
い
く
生
徒
総
会
の
日
で

し
て
く
だ
さ
い
。

太
一)

で
し
た
。
ま
た
、
最
多
参
加
賞
は
、
３
年
１
組(

担
任
：

す
。

今
年
度
の
生
徒
会
統
一
テ
ー
マ
は
、
『
最
高
に
輝
く
東
江

比
嘉
義
亮)

が
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

生
徒
会
活
動
で
使
う
生
徒
会
費
は
、
皆
さ
ん
の
保
護
者
が

中
～
相
互
支
援
・
い
じ
め
の
な
い
学
校
～
』
で
す
。
お
互
い

を
支
え
合
い
、
誰
も
一
人
に
し
な
い
。
一
人
一
人
が
耀
い
て

い
る
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
よ
り
良
い
学
校

を
創
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
の
場
で
し
っ
か
り
と
話
を
聴

き
、
意
見
を
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

不

退

転

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

東 江 中 学 校

名護市大東２-１-１

校長 神 元 勉

活
発
な
生
徒
総
会

東江中学校人権宣言

前 文 私たち生徒会は，笑顔があふれ，明るく

楽しい学校をめざすため，次のことを宣言しま

す。

第１条 ｢最高に輝く東江中｣をめざします。(生徒

会統一テーマ)

第２条 仲間を一人にせず，一人一人の個性を尊

重し，温かい言葉と絆を大切にします。(言葉遣

い)

第３条 きき合い，支え合い，学び合います。(授

業)

第４条 一分一秒を大切に，けじめある行動と感

謝の気持ちを忘れず，学習･部活動･生徒会活動

に一生懸命に取り組みます。(時間のけじめ)

重点目標：『きき合い 支え合う 最高に輝く学校』 ※「不退転」：信念を持ち，何事にも屈しないこと
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こ
れ
ま
で
の
練
習
の
集
大
成
と
な
る｢

負

を
守
り
、
選
手
と
応
援
団
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
中
学
生

け
ら
れ
な
い
戦
い｣

の
と
き
が
、
い
よ
い
よ
、

ら
し
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
と
応
援
を
期
待
し
ま
す
。

や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
３
つ
の

３
つ
目
に
、『
感
謝
の
心
を
持
ち
続
け
る
』
と
い
う
こ
と

６
月
６
日

・
７
日

に
、
中
体
連
主
催
、
第

回
国

こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

で
す
。
こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん
は
、
家
族
を
は
じ
め
、
顧
問
・

(土)

(日)

42

頭
地
区
夏
季
総
合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
会
に
出

１
つ
目
は
、
全
日
本

コ
ー
チ
・
チ
ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
、
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ

場
す
る
選
手
の
激
励
会
を
４
日

の
放
課
後
、
行
い
ま
し

軟
式
野
球
大
会
全
国
大

て
き
ま
し
た
。
特
に
、
顧
問
や
コ
ー
チ
は
、
休
み
の
日
も

(木)

た
。
多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
会
場
へ
足
を
運
び
、

会
出
場
記
念
碑
に
書
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
皆
さ
ん
を
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
多

選
手
た
ち
を
激
励
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

れ
た
「
負
け
な
い
」
に

く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
『
最
高
に
輝
く
』
プ
レ

す
。
な
お
、
会
場
周
辺
の
路
上
や
店
舗
等
の
駐
車
場
へ
の

つ
い
て
で
す
。
野
球
部

ー
や
応
援
で
精
一
杯
、
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
は
、
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

に
は
、
平
成
５
年
に
全

最
後
ま
で
、
あ
き
ら
め
ず
精
一
杯
、
持
て
る
力
を
発
揮

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
３
位
、
平
成
６
年
に

し
、
一
人
ひ
と
り
が
心
に
残
る
大
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ

そ
れ
で
は
、
会
場
、
対
戦
相
手
、
開
始
時
間
等
を
紹
介

全
国
準
優
勝
と
い
う
輝

て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

し
ま
す
。

か
し
い
実
績
が
あ
り
ま

■
軟
式
野
球
（
名
護
球
場
）

す
。
そ
の
時
の
合
い
言

対

大
宮
中
学
校
（

時

分
）

葉
が
『
負
け
な
い
』
で

10

30

■
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（

世
紀
森
体
育
館
）

し
た
。
皆
さ
ん
に
も
、

21

対

国
頭
中
学
校
（

時
）

ぜ
ひ
、
「
負
け
な
い
」
心
と
『
不

10

■
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
今
帰
仁
村
営
体
育
館
）

退
転
』
の
魂
で
、
試
合
に
挑
ん

対

有
銘
中
学
校
（
９
時
）

で
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

■
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
本
部
町
民
体
育
館
）

２
つ
目
に
、
『
時
を
守
り
、
場

対

宜
野
座
中
学
校
（

時

分
）

を
清
め
、
礼
を
正
す
』
に
つ
い

12

45

■
サ
ッ
カ
ー
（
大
宮
中
学
校
運
動
場
）

て
で
す
。
『
時
を
守
り
』
と
は
、

対

大
宮
中
学
校
（

時

分
）

機
敏
な
行
動
を
心
が
け
る
と
い

11

30

■
女
子
卓
球
（
本
部
中
学
校
体
育
館
）

う
こ
と
、
『
場
を
清
め
』
と
は
服

対

名
護
中
学
校
（

時
）

装
を
正
し
、
試
合
会
場
や
そ
の

10

■
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
名
護
市
営
庭
球
場
）

周
辺
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う

対

屋
我
地
中
学
校
（

時
）

こ
と
、
『
礼
を
正
す
』
と
は
、
あ

10

■
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
名
護
市
営
庭
球
場
）

い
さ
つ
に
始
ま
る
マ
ナ
ー
を
守

対

伊
江
中
学
校
（
９
時

分
）

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

30

■
男
子
空
手
（
大
宮
中
学
校
体
育
館
）
６
月
７
日

選
手
も
応
援
団
も
『
時
を
守

(日)

対
大
宮
中
学
校
Ａ
（
午
後
１
時
以
降
）

り
、
場
を
清
め
、
礼
を
正
す
』

６名の名桜大学生による補習

が始まりました(写真①)。卒業

生の仲宗根颯也くんのお母さん

が、エントランスに花を生けて

くれました(写真②)。写真③は、

金城詩乃さんの｢平和｣をテーマ

にした作品です。ありがとう!!

夏
季
総
体
選
手
激
励
会

② ①

③
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